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『グローバル・ガバナンス』創刊に寄せて 

グローバル・ガバナンス学会前会長 山本武彦 

 

 グローバル・ガバナンス学会が発足して、早くも 2年半の歳月が流れ去っ

た。この間に春・秋、年 2回の研究大会が開催され、多くの会員から大変貴

重なご報告をいただいた。厚く感謝申し上げたい。発足して以来、僅か 2年

半の間に学会活動にとって不可欠ないくつかの要素のうち、学会誌の発行は

学会に所属する会員にとって重要な研究成果を発表するための場を提供する

機会であり、同時に学会員相互の批判と議論の重要な場を提供する機会でも

ある。その機会が学会発足後、2 年半も提供されなかったことにお叱りをい

ただくかも知れない。 

 しかし、学会誌の発行にはそれなりの時間と熟慮を要することも、また避

けることのできない事柄である。発足後未だ間もない段階で発行を急ぐこと

は、ややもすると、学会誌の質に対する批判を招きかねない。このような点

を考慮しながら、編集担当理事には知恵を絞っていただき、ようやく今回の

創刊号発行に漕ぎ着けた次第である。会員はもとより、グローバル・ガバナ

ンス問題一般に広く関心を抱いておられる関係者の方々からのご意見・ご批

判を賜れば、今後の学会誌の発展にとって裨益するところ誠に大きなものが

あるものと確信する。 

 本学会誌は、他の多くの社会科学系の学会が発行する学会誌と内容的に時

には競合することもあろうかと推測する。この点は、ある意味で自然なこと

であり、グローバル・ガバナンスの概念が政治学や経済学、社会学、文化人

類学、歴史学等々の社会諸科学と深い関係性を持つが故に、不可避の現象と

言える。しかも、時には自然科学や人文科学領域の問題関心との間の相互関

連性を強めるために、グローバル・ガバナンス研究は、必然的にインター・

ディシプリナリーな性格を帯びざるを得ない。 
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 従って、今後の本学会誌の編集に当たっても、グローバル・ガバナンス概

念と不可分の関係性をもつ諸科学分野との融合関係を常に視野に入れながら

注意深く編集作業を進めていかねばならない。そのためにも会員の皆様方の

不断のご助言が欠かせない。どうか本学会誌の今後の一層の発展のために、

皆様方の忌憚なきご意見を編集委員会宛にお寄せ下さいますようお願い申し

上げます。と同時に、今後の編集に当たり、皆様からのご研究成果の掲載希

望が陸続と寄せられることを切望する次第である。今後とも格段のご支援を

賜りますよう、心からお願いいたします。 

 

（2014年 12月）  
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